パニック・シアター フリンジ公演　Vol.10

中村まり子／作・演出

『パパ、オブリガーダ』

Papai , Obrigada　～パパにありがとう～
失踪した父は骨壺に入って戻って来た・・・

ひとつの家庭を舞台に「人の想い」を描いた

パニック・シアターお馴染みファンタスティック・コメディ！
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中村まり子の４年ぶりのパニック・シアターへの書下し戯曲第10弾。 
ベテラン・若手、様々な個性派俳優を迎えて、温かく心に響く作品をお届けします。
2016年11／9（水）〜13日（日）

シアター７１１
公演詳細

タイトル◆パニック・シアター フリンジ公演Vol.10
　　　　　『パパ、オブリガーダ』〜Papai , Obrigada〜 

作・演出◆中村まり子

キャスト◆原 知佐子／中村まり子／中島久之／香坂千晶／真田 薫

窪田亮／堀口幸恵／山﨑智幸（以上劇団アルターエゴ）
スタッフ◆照明：日高勝彦／音響：藤平美保子
　　　　　　舞台監督：植木英人・新谷太／写真：伊勢和人
　　　　　　宣伝美術：こめラボ／演出助手：大島美佳
　　　　　　制作：菊地 廣／制作協力：川井麻貴

　　　　　　企画・製作◆パニック・シアター

日程◆2016年11月9日(水)〜13日(日)
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※開場は開演の30分前。　開演の60分前より受付開始

※中学生未満のお子さまのご入場は固くお断り申し上げます。
会場◆シアター７１１　　世田谷区北沢1-45-15（Tel.03-3469-9711）

　　　　　　（小田急線・井の頭線「下北沢駅」下車　南口より徒歩5分）
入場料◆全席指定　前売・当日共3,500円／学割（学生証提示）2,500円
予約・問合せ◆シアター７１１　Tel. 03-3469-9711

　　　　　◆Ｋ・企画　Tel.03-3419-6318（TEL&FAX）

　　　　　　e-mail< panic_16@k-kikaku1996.com >

　　　URL：http://www.k-kikaku1996.com/work/panic/panictheatre-01.html

	●登場人物●

	小野寺 夏子（長女57才）

〜中村まり子〜
	外国語大学ポルトガル語・ポルトガル文学研究室勤務。準教授。
外資系会社サラリーマンと結婚し一児をもうけるも離婚。
息子を連れて実家に帰り母・妹と暮らす。

	小野寺 梅子（次女54）

〜真田　薫〜
	結婚歴なし。仕事なし。母の世話をしながら家の切り盛りをしている。

	和泉 杏子（三女51才）

〜香坂千晶〜
	サラリーマンの夫との間に娘が一人いる。

専業主婦。横浜在住

	小野寺 順（夏子の息子30才）

〜窪田　亮〜
	ジュエリー・デザイナーを目指して勉強中。

父親似でハンサム。祖母のお気に入り。

	和泉 杏奈（杏子の娘26才）

〜堀口幸恵〜
	大学卒業後にIT関係の会社に就職するも、上司のセクハラに合い退職して今は無職。

	坂本・フェルナンド・透

（28才）〜山崎智幸〜
	小野寺洋平と日系ブラジル人の女性との間の息子。

	桜山 幸治（58才）

〜中島久之〜
	さくらやま不動産社長。独身。
長年、小野寺みさ子所有のアパート入居者の斡旋をしてきた。

	小野寺みさ子

（三姉妹の母80才）

〜原 知佐子〜
	戦後創設された石油関係の企業「小野寺荷役（現・ONDコーポレーション）」の一人娘。

新宿区内の広い土地を所有し、一部を賃貸アパートにして家賃収入で暮していたが、一ヶ月前、東京を襲った震度５強の地震の際に一部損壊して、入居者全員が立ち退きを余儀なくされ、補償問題が起きている。

現在の住まいは、夫・洋平の失踪後に建て替え、築28年。

	小野寺洋平（登場せず）
	みさ子の夫。
30年前に蒸発。以前は外国語大学ポルトガル語・ポルトガル文学の教授だった。

大学生時代、みさ子と知り合い、結婚して「小野寺荷役」に入社して義父の会社を継ぐ事を条件に婿養子になるが、サラリーマンがどうしても肌に合わず、大学に戻って学者の道を選ぶ。

「小野寺荷役」の社長（みさ子の父）は、後継者を失い、会社は他人に譲って相談役になる。

みさ子の家の収入は激減し、仕方なく小野寺家は土地の一部をアパートにして家賃収入に頼る。

しかし、洋平は競馬好きが高じて自分の給料以外にみさ子の家賃収入に手をつけ始め、夫婦仲は次第に険悪になる。

洋平は家では子煩悩で、特に長女の夏子を可愛がり、大学で夏子にポルトガル語を専攻させ、夏子が大学の夏休みにポルトガル旅行へ連れて行く。

52歳の時家から蒸発し、30年間音沙汰なく、ある日、福島競馬場の前で遺体で発見される。


梗概

小野寺家の居間。

テーブルの真ん中に、30年前に失踪したこの家の主人、洋平の真新しい骨箱があり、家族全員がそれを囲んで思案に暮れている。

妻のみさ子は、どうしても洋平の骨を小野寺家の墓に埋葬するのは嫌だと言い張り、この骨箱の処分をどうしたものかみんなで揉める。

小野寺家は今、所有しているアパートが地震で一部損壊したために退去せざるをえなくなった何人もの入居者の補償問題に悩んでいた。

今、小野寺家は今までの家賃収入の蓄えを切り崩しているが、資産家の一人娘だったみさ子は以前から贅沢好きで、家賃収入が途絶えることなど想像していなかったため、かなり金遣いが荒く、あまり充分な預金がない。

生活費は次第に長女の夏子の肩にかかって来ている。

そんな折、同席していた三女の杏子が、夫の浮気調査の費用を貸してほしいと夏子に相談を持ちかける

一方、アパートを管理している桜山不動産の社長・桜山は、入居者たちに対する補償金などのためにも、この土地を手放すことを勧める。

桜山を信じているみさ子はその話に乗り、次女の梅子を嫁に迎える事を条件に、高額な土地の取引を桜山に任せる事にする。

ある夜、問題山積の中、深夜、夏子の前に死んだ父・洋平が現れる。

洋平はニコニコと黙って夏子の前にいる。

この30年、どこで何をしていたのか？何故そんなに幸せそうに笑っているのか、夏子は父に問いかける。しかし父は言葉を発することはない。

寝酒の酔いが回った夏子は、父と行ったポルトガル旅行の思い出話をする。夏子は少しだけ幸せな気分になる。

夏子と父はその後も何度かこうして交流を重ねて行く。

その後、桜山と梅子の縁談は進み、アパートの土地の売却先も決まる。

そんなある日、夏子は梅子に預けている自分の預金通帳から、ここ数カ月の間に一千万近くの金額が引き出されていることに気づく。

梅子に問いただすと「結婚するにあたって、今の不動産会社の規模を広げて君に一生楽をさせたい。仕事は順調なので、必ず金は戻って来るから、投資のつもりでしばらく僕に金を貸して欲しい」と桜山に言われ、その通りにしたと言うのだ。

駅前の店舗は閉まって鍵がかかっていて、桜山の姿は何処にも見当たらなかった。

こうして小野寺家はアパートの土地を騙し取られた上、夏子が長年働いて貯めた預金も半分近くなくなってしまった。

この先どうしたらいいのか、途方に暮れる夏子の前に、その夜また父が現れる。

・・・・・・・・・・・。

上演にあたり・・・・・・・・・・中村まり子（作・演出）
この度、3年ぶりに私が主宰するパニック・シアターの新作書下し公演を行います。

パニック・シアターは下北沢の劇場、本多グループのご協力を頂き、本多グループ系列の各小劇場で長く上演活動をして参りました。

劇団組織ではありませんが、スタッフ、キャストは毎回ある程度固定したメンバーが集まり、作品の完成に向けてモチベーションと価値観を共有して創作しております。

今回も、私の新作に多く登場する小野寺家を舞台にした、心温まる大人のファンタジーコメディを書き下ろしました。

出演者も、お馴染みの個性あふれるベテランと若手俳優を迎えてお届け致します。

ご高覧頂ければ幸いです。

中村まり子（作・演出・出演） プロフィール

東京都出身

文化学院大学部仏文科中退

子供時代から父（中村伸郎）の在籍した劇団文学座、NLTの舞台に子役として出演

1969〜72 劇団 浪曼劇場（三島由紀夫 主宰）に在籍

1972〜73 現代演劇協会　劇団 雲に在籍

1972 パリ・ユシェット座にて「ベラ・レーヌ演劇学校」に参加

1972〜88 渋谷ジァンジァン“金曜夜10時劇場”イヨネスコ作「授業」15年ロングラン

1994 劇団三人芝居結成

2000 同上解散

1980年より演劇企画ユニット、パニック・シアターを主宰し、現在に至る







